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　　　　　　　　　はじめに
　妊娠中の体：重増加は、一般的には母体体重増加8
～10kgが適当とされている。当院でも、これまで
妊婦個々に目標体重を設定し指導を行って来た。し
かし、肥満型や体重増加の著しい妊婦については要
注意とするが、標準体重に達しない妊婦や体重増加
が少ない妊婦については、設定内であればよしとし、
あまり注意して来なかった。
　先行研究において、痩せ型妊婦に低出生体重児の
出生が多く、体重増加が少ないなど有意に切迫早産
を来しやすいという報告があり、当院でも、切迫早
産管理入院となる妊婦は痩せ型の人が多いという印
象を持った。そこで、当院の妊婦の非妊時体重と体
型別の体重増加量の実態を調べ、各々の低出生体重
児の出生と切迫早産との関連を明らかにし、今後の
体重管理指導を考えたので、報告する。
　　　　　　　　　研究方法
1．調査対象
　　1997年ユ月1日～1998年12月31日までに単胎を
正期産した妊婦307例（初産154例、経産153例）
2．方法
　　当院助産録より情報収集し分析
　1）調査項目
　（1）非町回体型
　（2）妊娠中の体重増加：量
　（3）妊娠中の切迫早産の有無
　（4）出生時体重
　（5）在胎週数回出生体重
　2）分析項目
　　（1）対象者の背景及び属性
（2）非妊時体重別の体重増加量と出生児体重及
　　び在胎週数別出生体重
（3）非妊時体型別の体重増加量と切迫早産
3）検定方法
　x2検定
　t検定
　　　　　　　　用語の定義
1．妊婦の非善時体型は、厚生省作成の肥満と痩せ
の判定表より、A群（痩せ過ぎ）、B群（痩せ気
味）、C群（普通）、D群（太り気味）、E群（太り
過ぎ）に5分類。
2．児の大きさは、1994年改定厚生省研究班の出生
体重基盤曲線より、LFD児（Light　for　dates）、　AFD
　（Appropriate　for　dated）児、　HFD（Heavy　for　dates）
　児に3分類。
3．低出生体重児とは、出生体重2500g未満の児。
　　　　　　　　　結　　果
1　対象者の背景及び属性
　1）対象者の背景及び属性は、表1に示すとおり
　　である。
　2）妊婦の平均体重増加量は9．32kg±3．52kgで
　　あった。非妊時体型別では、A群11．0±3．58kg、
　　B群9．32±2．71kg、　C群9．59±3．31kg、　D群9．33
　　±3．69kg、　E群5．77±3．21kgであった。
2．非妊時体型別体重増加量と出生体重及び在胎週
数別出生体重について
　1）非妊時体型と児の平均出生体重をみると、A
　群2874．1±384．6kg、　B君羊2980．0±344．5kg、　C
　群3084．9±406．5kg、　D群31！8．4±283．1kg、　E
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表1　対象者の背景および属性
項　　目 分　　　類 合　　計（N＝307）
年　　　齢　　　別 20歳未満 4（1．3）
20～30歳未満 155（50．5）
30～40歳未満 143（46．6）
40歳以上 5（1．6）
平均年齢（歳）　　　　　　　　29．3
身　　　長　　　別 150cm未満 6（2．0）
150～155cm未満 70（22．8）
155～160cm未満 112（36．5）
160～165cm未満 101（32．9）
165cm以上 18（5．9）
平均身長（cm）　　　　　　　　　　　158．0
非寸時体型別 A群 44（14．3）
B群 66（21．5）
C群 141（459）
D群 26（8．5）
E群 30（9．8）
項　　目 分　　　類 合　　計（N＝307）
児の大きさ別 LFD 8（2．6）
AFD 292（95．1）
HFD 7（2．3）
平均出生体重（g）　　　　　3040．9
体重増加寸寸 5kg未満 31（10．1）
5～8kg未満 71（23．1）
8～10kg未満 69（22．5）
10～12kg未満 70（22．8）
12kg未満 66（2！．5）
平均体重増加（kg）　　　　9、32±3．52
母親学級受講 有 217（70．7）
無 90（29．3）
職　　　　　　業 有 76（24．8）
無 231（75．2）
喫　　　　　　煙 有 54（17．6）
無 253（82．4）
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非二時体型と児の大きさとの関係
　　であり、各群ともAFD児がほとんどを占め、
　　LFD児、　HFD児の出生に有意差は認められなか
　　つた（図3）。
3．非妊時体型別体重増加量と切迫早産について
　1）切迫早産（入院し、塩酸リトドリンの持続静
　　脈点滴治療を受けたもの）を来したものは、
　　18．5％（307名中57名）であった。非妊時体型
　　別にみると、A群27．3％（12名）、B群27．3％
　　（！8名）、C群14．9％（21名）、D群7，7％（2名）、
　　E群13．3％（4名）であり、AB群では、　CDE
　　群に比して有意に切迫早産の発症が多かった
　　（p〈0．05）　（図4）。
　2）切迫早産を来した者の、平均体重増加量は
　　9．53kg、そうでない者は8．42kgであり、各群
　　問の有意差は認められなかった（図5）。
　3）体重増加量で、切迫早産を来した者とそうで
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図4　非妊時体型別の切迫早産の発症率
群3238．4±364．1kgであり、　AB群はCDE群
　より有意に軽かった（p〈0．01）（図1）。
2）非妊時体型別の低出生体重児の出生は、A群
　25％　（11例）、B群7．5％　（5イ列）、C群8．5％　（12
例）、D群3．8％（1例）、E群3．3％（1例）であ
った。AB群とCDE群の間に、有意差は認めら
れなかった（図2）。
3）非妊時体型と在胎週数別出生体重との関係は、
　A群がしFD児6．5％（3例）・AFD児87．0％
　（41例）・HFD児6．5％　（3例）、B群がしFD児
　1．5％　（1例）、AFD児95．5％　（63例）・HFD児
　3．0％　（2f列）、C群がしFD児2．1％　（3｛列）・
AFD児96，5％　（136イ列）・HFD児1．4％　（2例）、
D群がしFD児3．8％（1例）・AFD児96．2％（25
例）・HFD児0％（0例）、E群がしFD児0％（0
　｛列）・AFD児90．0％（27）・HFD児10．0％　（3例）
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ない者の関連をみると、体重増加量8kg未満
に有意に切迫早産を来した者が多かった（p＜
0．05）（図6）。
　　　　　　　　　考　　察
　先行研究を受けて、今回、これまであまり注意し
てこなかった痩せ型妊婦に焦点をあて、実態を調べ
た。その結果、AB群ではCDE群に比し、①平均出
生体重が有意に軽い、②切迫早産を来したものが有
意に多い、③切迫早産の有無で体重増加量をみたと
きには、AB群とCDE群に有意差はなかったが、全
妊婦において、妊娠期間中の体重増加が8kg未満
の者は8kg以上のものに比して有意に切迫早産を
来していた、ということがわかった。
　これから、AB群（痩せ・痩せ気味妊婦）は、切
迫早産を来しやすいと結論でき、先行研究を当院で
も立証することとなった。
　現在、当院では、日本肥満学会による標準体重＝
「身長」2×22＋8kgを規準に妊婦個々の非黙々体
重＋αと目標体重を設定し、体重管理を行っている
（参考資料1）。実際の指導は、妊婦自身に自覚を
促すことを目的に、妊娠中の体重増加曲線により
（参考資料2）＋2kgまで幅をもたせストレスと
ならないよう工夫している。その結果、A群では
11．Okg前後、　BCD群では9．　Okg前後、　E群では6．　O
kg前後の平均体重増加がみられた。これは、現在
の体重コントールがおおむね良好であると示唆され
る。先行研究において報告のあった、AB群に有意
にLFD児が多いという結果と異なったのは、この体
重増加の違いに原因があるのではないだろうか。
　一方で、LFD児の出生に有意差はないが平均体重
では有意に軽いこと、フォローアップが肥満に集中
している現状からも、痩せ型妊婦にも注目した管理
の必要性に気づきを得た。これより、具体的な施策
として、次のようなことがあげられる。参考資料1
の表に、標準体重一20％・一！0％の体重ラインを設
け、資料2の中に特記事項として痩せ気味・痩せ過
ぎであることを明記し、関わりのはじめから痩せと
いう視点を意識できるようにする。また、食習慣は
いずれも重要なポイントとなるため、食品調査票
　（参考資料3）では意図的に個々の食生活を知り、
それが痩せに影響しているの、あるいは、何故痩せ
ているのかを探る一途とする。このような初期の関
わりにより、妊婦個々に応じた対策を考慮していく
必要があると思われる。妊娠経過においては、検診
毎に体重増加量と胎児の推定体重をチェックし、体
重増加が不良であれば程度によって医師からの指示
を受けるなど、全身状態を整えながら妊娠期を送れ
るよう関わっていくことが、切迫早産・低出生体重
児といったリスクを減少させる一要因・一援助とな
ると思われる。
　友田1）は、　『痩せ過ぎの妊婦の中には、消化、
吸収、代謝に異常があって痩せ過ぎている場合があ
る。』と述べている。従って、無理な体重増加負担
はかけられないものの、栄養士の相談を受けるなど
の対策を持ち、異常の早期発見に努め、もれのない
指導をしたいと考える。
　さらに、女性の体型という観点から、現代は雑誌
やテレビでもダイエット情報が溢れておりダイエッ
トブームは習慣化しているようにも思われる。今回
の調査で、当院では痩せ・痩せ気味は全体の35．8％
を占めたが、この数字の推移は社会的要因の一リス
クとして、これから注目していく必要を感じた。
　　　　　　　　　おわりに
　今回の研究により、当院では、LFD児・HFD
児の出生が少なく、非理時体型別の体重増加に有意
差がないことがわかった。同時に、今回の研究の背
景には、本多らが『現在のわが国では栄養の低下を
直接反映する「痩せ」はほとんど存在しないのでは
ないか』2）と述べるように、妊娠したこと自体が病
的な「痩せ」を一応クリアしているとし、あまり注
目していなかった現状があったことに気づいた。症
候性の痩せにおいては医師の診断と指導を要するが、
単純性の痩せでは指導の要因は大きいと考える。
　低体重の傾向、切迫早産の傾向が明らかになった
ことにより、今後は「痩せ型妊婦」においても体重
コントロールについての検討を重ね、さらに指導内
容の充実を計りたい。
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資料4
食生活調査表
〈1日の生活時間〉
0　　2　　4　　6　　8　　1D　　12　　14　　6　　1日　　D　　2　　4
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈起床・就寝・食事時聞〉
朝　　食 食べる　　　　食べない　　　　時々食べる
昼　　食 家庭の食事　　家庭で作った弁当　　社員食堂　　一般食堂
o前の食事　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
夕　　食 家庭で食べないことがある　　　　　　　　回／週・月
偏　　食 ない　　ある（牛乳　　卵　　魚　　肉　　野菜　　その他　　　）
加工食品 殆ど食べない　　食べる（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
インス9ント齪 殆ど食べない　　食べる（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
清涼飲料 飲まない　飲む（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
間　　食 菓子類 食べない　食べる（　　　　　　　　　　　　　　　）
］一ピー蛛 飲まない　飲む　　　　廿日　　　碗　壷　　　匙
果　　物 食べない　食べる　　　　　　　ケ／日・遅
アルコーり 飲まない ビール　　日本酒　ウィスキー　　その他　　　ml／日
タ　バ　コ 吸わない やめた　　吸う　　　　　　　盗用
外　　食 しない　　する　　　　　　回／週・月
q主に食べるメニュー〉
?i　　焼肉　　丼物　　麺類　　中華　その他
食　　欲 旺盛　　普通　　不振
食べる速さ 早い　　普通　　遅い
調理人・輔 本人　　その他（　　　　　）　　濃い　　普通　　薄い
指導事項　　　月　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当
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